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は じ,め に

いわゆる宗教学的研究が比較 宗 教 学(Com・

parativeReligion)の 名をもって始まったこと

によっても明白な如 く,宗 教学は二つの,時 に

はそれ以上の数の各種の宗教をそれぞれ対比研

究することか ら始まった。その研究作業の代表

的業績は ミュラー(FriedrichMaxMuller1823

-1900)に よる古代イソドの神々とギ リシャ ・

ローマのそれ等 との比較言語学的方法論による

対比研究であろ う。 しかしながら,宗 教学のそ

の後の発展は社会学 ・心理学 ・文化人類学 ・歴

史学などの諸科学の研究成果 と方法を取入れ,

個々の宗教現象に対 して甚深なしかも体系的研

究へ と進んだのであった。今 日では,宗 教学の

研究方法の中で比較宗教学は既に過去の研究形

態 といえるかも知れない。 しかも,ラ マ教 とい

う特殊な宗教一 その特殊性の第1は チベ ット

高原とい う閉鎖社会1)に生い立 ったとい うこと,

第2は 仏教を母胎とし,と い うより仏教そのも

のであ りなが ら,原 始仏教の形態か らは勿論,

東南アジアの小乗仏教や,中 国 ・目本の大乗仏

教ともその印象の異なる独特のものへと展開 し

ていったこと,第3は チベ ット内部ではもとよ

り,蒙 古等をも含むいわゆるラマ教圏において

政治との結びつきが極めて強いことなどを挙げ

得 よう2)。一 をキリス ト教とかマホメッド教

のような普遍宗教とただ全面的に対比すること

は無意味 といわざるを得まい。が,ラ マ教に対

す る研 究 が,20世 紀 に 入 って,特 に第2次 世 界

大 戦 後,各 国 に お い て 盛 ん と な った今 日に あ っ

て も,比 較 宗 教 学 的 研 究 は も と よ り,ラ マ教 に

対 して宗 教 学 の立 場 か らこれ を 考 察 した 研 究成

果 は殆 ん ど現 わ れ て い な い の が現 状 と いxよ

う。

こ こに お い て,本 稿 に あ っ て は ラマ教 が持 つ

そ の宗 教 的 特 色 に 対 して,宗 教 学 一 般 の 概 念 か

ら若 干 の分 析 を加 え よ うと試 み る もの で あ る。

従 っ て,そ の叙 述 の プ ロセ ス に お い て,仏 教

(主 と して大 乗 仏 教)や キ リス ト教 の如 き他 の

宗 教 と の比 較 を加 え る こ と と も な ろ う。 ラマ教

を チベ ッ トに 発 生 し,そ こに 展 開 した宗 教 現 象

と して捉},こ れ に 対 す る宗 教 学 的 究 明 を 行 な

お う とす る もの で あ る。 従 っ て,こ こで は ラマ

教 の宗 教 性 一 宗 教 と して の ラ マ教 を どの よ う

に 規 定 す る か とい う問 題 が先 ず 論Lら れ な け れ

ば な らな い。

一 般 に 宗 藪 とい う言 葉 に 対 す る規 定 は
,古 く

は オ ラ ソダ の宗 教 学 者 テ ィ・一 レ(CorneliusPe-

trusTiele1830-1902)に よ る"神 と人 間 との

関 係"を 宗 教 と呼 ぶ 立 場 か ら始 ま り,近 くは ア

メ リカ の哲 学 者 デ ュ ーイ(JohnDewy1859-

1952)に よ る"CommonFaithMovement"に.

到 る まで,さ ま ざ まで あ ろ うが,こ こに は,テ

マ 教 の 宗 教 性 を ラマ教 が チベ ッ ト社 会 に あ っ て

チ ベ ッ ト人 達 に 対 して働 きか け て い る役 割 り,

ラマ 教 とチ ベ ッ ト人 との 接 点 に お い て生 ず る も

ろ もろ の 現 象,こ れ を ラマ教 の 宗 教 性 と呼 ぶ 立
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場を採るものである。何故なら,宗 教はそれが

伝播 される社会における一種の社会現象であり,

宗教そのものが社会性を持って生き生きと展開

する時にこそ,宗 教としての生命を持ち得るも.

のであるからである。特にラマ教の場合,そ れ

がチベ ット人達にとって文字通 り"心 の糧"と

なってチベ ット社会に君臨 しているのであるか

ら,そ の姿をこそ,ラ マ教の宗教性と呼ぽなけ

ればならない。そして,特 に,ラ マ教とチベ ッ

ト人 との接点としてチベ ット仏教に独特の活仏

思想をチベ ット人達にとっての宗教的帰依処,

ラマ教における絶対者とする観点か ら,以 下論

を進めることとしよう。

1

一般的宗教現象における絶対者の概念は自然

現象 主として人々に災害を齎 らす偉大なる

力 を招来する抽象的存在,人 々に霊的作用

と して意識されるものを具体的に把握 しようと

した処か ら成立したことは周知の通 りである。

そ して,前 述のティーレ流の考えに従 うな ら,

人 々の帰依 ・信仰の対象であるこの絶対者,す

なわち神の存在は宗教現象にとって無 くてはな

らない重要なエ レメントとい うことが出来 るの

である。

仏教はその成立の基盤において,思 想的にも

社会的にも婆羅門教に対峙す る立場か ら,創 造

主 としての絶対者の概念を否定 し,縁 起論 とい

う独 自の存在論を展開したのである。そして,

この面から,い わゆる原始仏教の主張は無神論

として広 く知 られるのである。が,そ の仏教に

あ っても,心 の拠 り処,帰 依の対象を求める仏

教徒の信仰的な思念か ら,法 輪 ・仏足石等を礼

拝 の対象 とす ることにはじまり,遂 には浄土教

に おける弥陀信仰の如き純粋他力の教を生むに

到ったのである。

仏 教 思 想 が そ の原 初 形 態 に お け る無 神 論 的立

場 か ら,絶 対 帰 依 の対 象 と して 或 い は 三 宝 に対

す る信 仰 を説 き3),或 い は 自帰 依 ・法 帰 依 を勧

奨 し4),更 に は さ ま ざ まの 仏教 守 護 神 に 対 す る

信 仰 が 行 なわ れ,一 方,他 力 信 仰 に 対 す る 自力

教 の 流 伝 を見 る等,仏 教 の そ の 後 の 歴 史 に あ っ

て は,い わ ゆ る絶 対 者 の概 念 に 関 し て統 一・的 立

場 を持 た な い結 果 を招 来 した の であ る。 これに

対 して,ユ ダ ヤ教 か ら伝 承 した 純 粋 な一 神 教 の

立 場 に 立 ち,絶 対 者 の概 念 に 対 して 明 白 な思 想

を持 つ の は キ リス ト教 で あ り,ま た,文 武 の二

徳 を 具 備 し,真 に存 在 す る も の と し て の ア ラ ー

(Allah)の 神 を唯 一 絶 対 な る も の と して信 奉 す

るの が マ ホ メ ッ ド教 な ので あ る。

キ リス ト教 に おけ る神 概 念 は 天 地 の創 造 者 ・

全 能 な る もの,そ して 神 は全 能 で(almighty),

永 遠 な る存在(eternal),全 智 で あ り(omniscie-

nt),遍 在 し(omnipresent),唯 一 な る(simple),

人 智 で 計 り 得 な い(transcendental),内 在 的

(immanent)な る等 の属 性(attribute)を 有 す る

もの と され て い る。 こ こで 留 意 しな け れ ば な ら

な い事 は,新 約 聖 書 の マ タイ伝 に記 され て い る

如 く,善 人 の 上 に も悪 人 の 上 に も等 し く,日 を

昇 らせ 雨 を 降 らせ るの も神,空 の鳥 を 養 い 野 の

百 合 を 育 て るの も また神 で あ り,神 は森 羅 万象

の諸hの 顕 現 者 と して キ リス ト教 徒 に受 け とめ

られ て い る。 然 しな が ら,キ リス ト教 の信 仰 に

従 う限 り,そ れ らは総 て神 の恩 恵 に よ る もの で

あ り,神 そ の もの を具 体 的 な行 為 者 と して は規

定 しな い の で あ る。 上 述 の神 の 属 性 中 にtra・

nscendentalでimmanentで あ る と神 を 規 定

す る こ とに よ って も明 らか な る如 く,キ リス ト

者 に と っ て,神 は彼 等 の心 の内 な る存 在,内 在

神 な の で あ る5)。

回 教 に おけ る絶 対 者 ア ラ ーの 場 合,"真 に 存

在 す る者"の そ の"真 に"と は"如 何 な る条件
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の 下 で も"の 謂 で あ り,条 件 の変 化 に伴 って存

在 が 変 る もの で な い事 を表 わす の で あ る。 この

限 りに お い て,キ リス ト教 の神 概 念 で あ るet・

ernal,omnipresentは ア ラ ー の神 に も適 用 さ れ

得 る属 性 と い え るの で あ る。元 来,回 教 の聖 典

コ ー ラ ソ(Qur'an)は キ リス ト教 の 新 旧 約 聖書 を

意 識 的 に 踏 ま}て 成 立 を 見 た もの で あ り,唯 一

絶 対 の超 越 神 た るア ラー に は キ リス教 の神 と類

似 す る多 くの 点 が見 られ る が,た だ,ア ラー の

特 性 と して武 の徳 を具 す る と規 定 す る こ と前 述

の 如 くで あ り,コ ・一 ラ ンの随 処 に"慈 悲 ふか く

慈 愛 あ まね きア ラー"が,"信 仰 せ ぬ や か ら,滅

び 去 れ(信 仰 者46)""我 ら(ア ラー)が 彼 らに

慈 悲 心 を 起 して,現 に蒙 っ て い る禍 を取 り除 い

てや った りす れ ば,き っ と どこ ま で も図 に乗 っ

て 迷 い続 け て行 くに 違 い な い(同77)"と い った

よ うな言 葉 を吐 き,又,"罰 して は もの 凄 く(信

者2)"``お 前 達(無 信 仰 な る者)は お互 い 同士

憎 み 合 っ て お る が,ア ラ ー の お前 達 に た いす る

憎 しみ は そ れ よ りは るか に大 き い(同10)""唯

一 な る御 神
,向 うと こ ろ 敵 な き お 方(同16)"

焔`使徒 た ち と信 仰 ぶ か い人 々だ け は
,我 ら(ア ラ

ー)が 必 ず 助 け てや る。 … … そ の 日(最 後 の 審

判 の 日)に は,悪 人 ど もい く らい い訳 した と て

な ん の役 に も立 ちは せ ぬ 。 恐 しい 呪 い を 被 って,

お ぞ ま し い宿 に ぶ ち こ まれ る だ け の こ と(同

壽54)""さ す が に 我 ら(ア ラ ー)の 臂 力 を 目の あ

た りに 見 ては,厂 信 じます,ア ラ ーた だ お ひ と

りを信 じます 。 今 まで 崇 め て来 た(神 々)な ぞ

信 じませ ん」 と泣 き声 あ げ た れ ど,我 らの臂 力

を 見 て か らあ わ てて 信 仰 した と ころ で な ん の役

〉,r立つ も のか(同84・85)"等 々
,他 の宗 教 に類

を見 る こ とが 出 来 な い よ うな畏 怖 の 念 を 人 々 に

与}る 神 と して の表 現 が 見 られ,こ の こ とが,

,回教 を して戦 闘 的,折 伏 的宗 教 と して の 印象 を

人 々 に与 え る大 きな理 由 とな っ て い る の で あ

る。

キ リス ト教と回教が共に啓示宗教 と呼ぽれて

いることは広 く知 られているところであるが,

啓示宗教としての性格が,そ の宗教の持つ神概

念に大きな特色を与}て いることにも注 目しな

くてはな らない。啓示又は黙示(revelation)と

は本来,隠 れ知 られなかったものが開かれ知 ら

れるようになることであるが,宗 教現象 として

の啓示とは神が人間に対してその存在を開示す

ることであ り,こ の開示を認識す ることが信仰

となるのである。そして,啓示宗教の特色は,そ

れがある特定の人を媒介としてなされることで

あ り,多 くの場合,そ の媒体となる人は予言者

と呼ばれるのである。その代表的存在はユダヤ

教におけるモーゼ(Mose,Mosheh)で あ り,父

なる神に対す るキ リス トであ り,回 教のマホメ

ッド(Mohammad)で ある。特に回教の場合,

その開祖マホメッドは予 言者 と して,そ の宗

教の中に位置づけ られ,コ ーラソの内容は総て

神が予言者としてのマホメッドを通 して啓示を

垂れたものとされて居 り,こ の点からも教祖マ

ホメッドが高 く位置づけ られているのである。

キ リス ト教と回教,あ るいはユダヤ教によっ

て代表される啓示宗教の存在は神 と人問との隔

絶を物語るものである。絶対者 としての神は所

詮,人 間の心に内在するものであ り,神 の存在

と意志は総て予言者 という媒体を通 して人間の

心に伝達されるのである6)。宗教的絶対老の在

り方 としては,こ のようにキ リス ト教やマホメ

ッド教によって代表 される考え方 こそ,一 般的

神観 ・絶対者に対す る概念 といえるのである。

2

ラマ教において,ラ マとこれを信受す るラマ

教徒7)と の接点に生 じているもろもろの現象 と

は何なのであろうか。第1に 挙げ られるものは
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チベ ット仏教の呪術性とい うことであろ う。宗

教における呪術とは信仰者が,時 としては未信

の老が現実生活における攘災招福をある種の霊

能者に期待する処か ら生ずる。原始宗教のマナ

イズム(manaism,pre-animism)的,あ るいは

アニ ミズム(animism)的 思考によれば,さ まざ

まな自然現象の発現は霊的な呪力マナ乃至アニ

マによって生ず るとされるが,呪 術はそのよう

な現象を発現するマナ ・アニマに対 して感応 し,

これにある種の操作を加}る 行為と規定するこ

とが出来よう。そして,呪 術をな し得る者は当

然,特 殊な霊能者でなければな らないが,チ ベ

ヅト人達はこのような霊能力を具する者 として

ラマ→活仏を擬するのである。仏教一般にあっ

て,呪 術性の色濃いものは密教であるが8),チ

ベ ットにイソドか ら仏教が招来された7世 紀の

頃,イ ンド仏教では密教の根本聖典たる大 日・

金剛頂両経の成立を見た頃であ り,イ ソド仏教

の最後期におけるこの密教思想が直接,チ ベ ッ

トに導入 され,こ の事はチベ ット仏教の特色を

作 り出す上で大 きな根拠となったのである。チ

ベ ット仏教の歴史において,14世 紀末,ツ ォソ

カバ(Tson-kha-pa1357-1419)に よって戒律

を中心とした宗教改革が行なわれ,そ の後のチ

ベ ット仏教は必ずしも秘密教一辺倒ではな く,

いわゆる"顕 密相関の教"と 呼ばれてはいるが,

中国仏教 ・日本仏教等に比 して,チ ベ ット仏教

にあっては密教が遙かに高い位置をそこで占め

ているのである。チベ ット仏教に秘密教的色彩

の濃い理由はこのように,イ ソド仏教の影響に

よる処,多 大なるものがあろうが9),更 にチベ

ット人 自身の内に宗教的呪術に対する嗜好が強

いこと,ま じない等を好み,シ ャーマソを信 じ,

時には魔術的なるものをさ}愛 するとい う民族

性が存するのを無視することは出来ない。そし

て,そ のことはチベ ット人の持つ宗教性,宗 教

としてのラマ教の後進性10)を示す ものといえよ

う。

ラマ教とラマ教徒の接点に生ずる第2の 現象

はラマ(Bla・ma)に 対する異常なまでの崇拝で

ある。広 く知 られる処であるが,仏 教の三宝帰

依に対 し,ラ マ教にあってはラマ宝を加えた四

宝帰依が行なわれている。そして,こ の場合の

"ラマ"は 三宝と信仰者 との仲介者 として崇拝さ

れ,永 遠の真理たる法 も師たるラマの存在がな

かったな ら,信 仰者 との結びつきを見ることが

出来ず,こ の限 りにおいて,ラ マ宝は三宝以上

の存在としてラマ教徒達に重視され るの で あ

る。そ して,絶 対帰依の対象たる三宝と信仰者

を結びつける媒体としてのラマ宝を置 く,こ の

ような信仰形態を,宗 教一般に見 られる絶対者

と信仰者の仲介者 としての予言者 上述のユ

ダヤ教におけるモーゼ,回 教におけるマホメッ

ド等一 の在 り方 と対比する時,両 者の問に著

しい相違を見得 るのである。すなわち,宗 教一一

般における予言者は信仰の対象たる絶対者が神

下ったものであり,媒 体としての作用を行な う

場合は,そ の人格を一時的に喪失 し,神 格と一

体 となっているのである。これに対 して,ラ マ

教におけるラマ宝は人格そのままで媒体として

の用を果 し,し かも異常な尊崇を受けるの℃ あ

る。元来,ラ マとは師 ・善知識(guru・kalyanaa

mitra)の 意であ り,教 法を信仰者に教示する者

であ り,こ の限 りにおいては人格そのものであ

った ものが,仲 介者 としてのラマ宝はやがてば

三宝の綜合体,三 宝以上の存在へ と昇華 して行

くのである。ユダヤ教やキ リス ト教,あ るいは

回教にあっても,視 点はあ くまでも絶対者とし

ての神に置かれる。仲介者 としての予言者は神

が人間と交流するための手段に過ぎない。勿論r

回教 のマホメッドの如 く,教 祖自身が予言者と

しての立場を取 り,神 の意志を伝えるとい う重
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要な役 目を果すとい う理由か ら,信 仰者によっ

て,単 なる教祖以上の尊崇を受ける場合 もある

が,少 な くとも予言者としての教祖マホメッド

が神アラーの位置にまで昇 り,こ れと一体視さ

れることは決 してないのである。これに対 し,

ラマ教にあっては人格を具する師たるラマが,

ラマ宝として絶対帰依の対象たる三宝と一体と

な り,時 としてはそれ以上の尊崇を一般ラマ教

徒か ら受けるのである。この相違は,キ リス ト

教や回教が厳密な一一神教であるとい う立場を持

する処か ら来るものでもあろうが,と いって,

ラマ教においてさまざまの活仏ラマがそれぞれ

に信仰者の尊崇の対象として存在するこの状態

を,直 ちに宗教一般における多神教的宗教形態

と呼ぶことも出来ない。何故な ら,ギ リシャ神

話の神h,イ ンド神話のヴェーダ(veda)や 日

本神話の神hに 見 られる如 く,多 神教の神々は

それぞれに特有の性格と役割 りが与}ら れてい

るのが一般であるが,活 仏達にはこの ような個

々の機能は規定されていないのである。む しろ,

ラマ教における三宝(仏 ・法 ・僧の何れも)が

仏教本来の思想 原始仏教における絶対者否

定の思想 か ら,創 造主としても,万 象を顕

現する最高神としても受け取 られない,い わゆ

る創造神とは異質のものであるとい う,絶 対帰

依の対象に対する理解の相違に由来するとい う

ことが出来 よう。

そして,第3に ラマ乃至ラマ宝に対する異常

な信仰がやがてはチベ ット仏教に独特の活仏思

想を生むに到ったのである。活仏の思想は彼等

ラマ教徒達が三宝以上に尊崇するラマ宝の当体

たるラマは秘密タン トラ(tantra)の 観法によっ

て自己の肉体か らその霊魂を容易に遊離し,自

由に他の肉体にこれを移すが如き修行を果 し得

ると考える処か ら生れたのである。霊魂と肉体

の分離,そ れによる転生,こ れが活仏思想を生

んだ思想的背景なのである。宗教一般 において

霊魂と肉体の二元論,そ して肉体が不浄なもの

であ り,霊 魂は清浄なもの,肉 体に対する霊魂

の優位を説 くのは ゜　形態であ り,霊 性の不

滅を説 くことも宗教一般 に見られる処である。

しか し乍 ら,ラ マ教に説 く如 く,現 実に人間と

して生を享けたものの霊魂が他の肉体に容易に

移動 し得るという考}方 は,チ ベ ット仏教に独

特のものであろう。本来,転 生の思想は死後の

安穏を願 うという立場か らキ リス ト教や仏教,

その他の宗教において説話的に肯定 されている

思想である。そして,説 話的であるが故に,転

生の説は善因に対する善果,悪 因悪果 という宗

教倫理の立場か ら説かれるのが一般である。が,

ラマ教における転生思想はラマが修行の結果,

秘密仏教的呪術力,瑜 伽力に よってこれをなし

得ると信ぜ られているのである。そ して,高 徳

のラマがその滅後,幼 児の肉体にその霊魂を移

す場合,誰 れが,ど の幼児がその肉体を供する

かは,幼 児本人はもとよりその親族さえも全 く

与 り知 らぬ全 くの偶然によるものであ り,し か

も,肉 体を提供することによって幼児な らびに

その親族の受ける果報は絶大なものがあるので

ある。また,こ の転生思想は修行を積んだラマ,

すなわち聖職者にのみ許されることであ り,在

俗のものが容易に果 し得る処では な い ので あ

る。ラマが教法と信仰者の仲介者的存在,す な

わち"師"の 意味に解されるとすれば,そ れは仏

教の仏身観三身説における応 身(nirmana-ka=

ya)と 対比することも出来 よう。しか し,こ の

場合 も応身説は仏の功徳力を追慕する仏教徒達

の信仰の所産であ り,彼 岸に到達し得た仏のみ

が法を説 く立場から,受 教者の機根に応 じて変

化 し得る能力を持ち,そ の結果,顕 現 したと信

じられるものが応身 とばれるのであ り,ラ マ宝

の場合と教法を説 くとい う作用においてはその
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目的 を 同 じ くす るが,ラ マ教 の説 くが如 く,霊

魂 そ の もの が 他 の 肉体 に 現 わ れ る とい う思想 と

は立 場 を異 に す る こ と,言 を俣 た な い 処 で あ

る。

さ らに,こ の 活 仏 思想 の社 会 的 具 現 と して,

第4に 挙 げ得 る処 は チベ ッ ト仏 教 に お け る宗 教

と政 治 との 結 び つ きで あ る。 ダ ライ ラ マ(Da・

1ai-bla-ma)を 頂 点 とす る法 王 制 は チベ ッ ト仏 教

に ユ ニ ー クな 統 治 形 態 と して,広 くラ マ教 徒 達

に信 受 され るに 到 った の で あ る 。勿 論,ダ ライ

ラマ制 に よ るチ ベ ッ トの 法 王制 は純 粋 に チベ ッ

ト人 達 の 宗 教 的 思 惟 の み か ら生 れ た もの で は な

く,政 治 的 権 力 の闘争 の 中 で成 立 した もの と も

い い得 よ う。 そ して,そ の 顕 著 な 事 例 は 初 代 ダ

ライ,ゲ ンドゥソ(Dge-hdunIgrub1391-1473,

5)が ッ ォンヵ パ の晩 年 の 弟 子 で あ った こ と,ダ

ライ の 称号 を は じめ て得 た3代 ソ ーナ ム(Bsod・

nams-rgya-mtsho1543-1588)は そ の 称 号 を

贈 った 蒙 古 王 アル タ ン汗(A1-than-ge-gen1507

-1583)と 親 交 が あ った こ と,5代 ロサ ソ(Nag・

dbanBlo-bzan-rgya-mtsho1617-1682)は そ

の チ ベ ッ トに お け る宗 主 権 を 同 じ く蒙 古 王 固 始

汗(Ku-sri-ge.gen1582-1656)よ り奉 ぜ られ た

こ と 等 々,一 連 の 史 実 に よ って 明 らか な る処 で

あ る11)。 が,そ れ 等 の事 実 は 兎 も角 と して,法

王 制 とい え ば 我 々は カ ト リ ックに お け る ロ ーマ

法 王 の 姿 を そ の 代 表 的 な る もの と して 想 起 す る

の で あ るが,こ こで 両 者 の最 大 の 相違 は,歴 代

の ロ ーマ 法 王 は 肉身 の 司 教 で あ り,ペ テu(Pe-

ter)の 建 立 した ピエ トロ寺 院(St.Peter)を 継 嗣

す る者 で は あ るが,ダ ライ の如 く,代 々そ の一

定 の霊 魂 が新 しい 肉 体 を求 め て転 生 す る とい う

が如 き見 解 は存 しな い の で あ る。法 灯 の 師 資相

承 と い う概 念 と,一 つ の霊 魂 の転 生 と い う思考

に よっ て,ロ ーマ法 王制 とダ ライ ラマ 制 は そ れ

ぞ れ成 立 って い るの で あ る。 しか も,ラ マ教 の ・

場合,ダ ライを観音菩薩の,そ してダライに次

ぐ活仏の地位にあるパソチ ェソ(Pan-chenBla-

ma)を 阿弥陀如来のそれぞれ化身と見るのであ

る。宗教的霊威を政治的な最高位にまで押 し上

げたラマ教は,更 に,そ れを彼等の建国の伝説

に登場する菩薩の化身として尊崇 し,こ こでは

最早,ダ ライならびにパソチ ェンは単なる精霊

の転生であるぼか りでなく,そ の霊性を大乗仏

教における代表的菩薩 ・如来に受け継いでいる

のである12)。

か くて,ラ マ教 とこれを信受するラマ教徒達

との接点に生ずる四つの現象,呪 術性 ・ラマに

対する異常な尊崇 ・活仏思想 ・宗教と政治との

結びつき,こ れらを成立させる共通 したエレメ

ソトは"ラ マ→活仏"と いうことになるのであ

る。チベ ット仏教はその名をラマ教として知 ら

れる如 く,"ラ マ"な くしては存在するこ と の

出来ない宗教なのである。単に信仰者の師匠を

意味 した ラマの語が信仰者をして法に接せ しむ

る重要な仲介者 としての立場から信仰者の特異

なる尊崇を受けるに及び,単 なる人格の域を脱

して顕著な呪術力を持つ霊格へと進み,や がて

は転生をも可能とする活仏として仰がれ,た だ

に宗教界における盟主としてのみでなくジチベ

ット人達を俗界において統治する法王ダライを

も生んだという,こ のようなチベ ヅト人のラマ

観は他の宗教に例を見ないラマ教にのみ独特の

信仰形態 といえるのである。

3

宗教現象が"信 仰"と いう人hの 理性や論理

を超えた情緒的感情を軸として展開すると考}

るなら,ラ マ教徒達の"信 仰"の 在 り方がラマ

教とラマ教徒達との間を結ぶ接点において,上

述の如きもろもろの現象を作 り上げたといえよ

う。そして"信 仰の心",人 々の一切の情 緒 的
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感情は所詮,そ の人々の生活の形態か ら生れる

ものであ り,生 活の形態 ・生活の信条はその人

hの 住む社会的背景を大 きく背負 うものである

筈 なのだから,我 々はここで,ラ マ教の生 まれ

たチベ ット社会の特色をもう一度,振 り返 って

見な くてはならない。

チベ ット社会の特色を端的に示す言葉として

《1樹鎖性,② 〔ラマ教以外の面での〕未開 ・未文

化,(3)〔この二つか ら来る〕貧困の三語を挙げる

ことが出来るのではなかろうか。チベ ット社会

の封鎖性は地理的自然環境による処が誠に大き

いであろう。南北にヒマ ラヤ山脈 と崑崙山脈が

走 り,海 抜3,000メ ートルか ら4,800メ ー トルに

及ぶチベ ット高原は領土外の人々の侵入を拒む

天然の城砦でもあった。が,こ のような自然環

境にもまして,チ ベ ット社会の封鎖性を作 り上

げたものは18世 紀以降,世 界の国々が近代化を

進めて行ったのに対し,中 国への隷属関係の複

雑 さか ら近代社会への仲間入 りが出来ず,特 に

ユ3世ダライの即位以後は彼の意志によって,そ

の時々に従い特定の国とのみ親交するとい う形

態 で鎖国政策を進めて来たことによろ う。

ラマ教はその教義において,単 に密教の分野

のみでな く,顕 教にあっても,ラ マ達により学

澗 的に優れた著述がなされ,ま た,前 述の大蔵

経 の編輯を行な うなど,教 学面においてはイソ

ド・中国 ・日本等の仏教に比して遜色なきもの

幽を持
っている。 しかし,そ れはあ くまでもラマ

教 々団内部にあってであ り,そ れ以外のチベ ヅ

ト社会は未開 ・未文化と規定せざるを得ないで

あろう。そして,こ の未開性の依って来る所以

も,上 述の如く世界の近代化に取 り残 された結

果 なのである。この封鎖性と未開性の二つの特

色 の結果,チ ベ ット社会は総じて貧困といわざ

るを得ないのである。チベ ット社会を蓋ってい

る この物質面の貧困がチベ ット人達の精神的貧

困となって投影 し,こ れからの脱出を願 うチベ

ット人達の願望が一途にラマ僧に托され,チ ベ

ット仏教に独特の活仏思想を生んだとい}る の

ではなかろ うか。何故なら,所 詮,宗 教は社会

的背景を荷負う"人 間"が 作 り出すものなので

あるから。 以 上

〔註〕

1)チ ベ ッ トを閉鎖社会 と呼ぶ な ら,あ る面 か ら同 じ

ような意 味で我 が国も閉鎖社会 と呼ぶ ことが出来

るのではなかろ うか。四囲を高 山に囲まれた高原

と,同 じく四囲を海に囲 まれ ている島国 とい う地

理的環境 も同 じであ り,他 国人 の入 国を許 さなか

った とい うチベ ッ トの政策に対 し,我 が国も徳川
"

時代300年 に亘 り鎖国政策を持 った とい う歴史を

有 している。チ ベ ッ トが閉鎖社会 として我が国 と

異 る点は,我 が国の場合,明 治政府 の東京遷都以

後,独 立国 と して列国に伍 して行 けたのに対 し,

チベ ヅ トは18世 紀以降,今 目まで完全な独立国の

形態を保つ ことが出来 ず,中 国をは じめ とす る各

国の アジヤ政策 の波の中に大 き くもまれ続けてい

るとい う点にあ る。

2)も とよ り
,こ の ような形は独 りチベ ッ ト仏教 にの

み限 らず,日 本や中国の仏教 史に もその事例を数

多 く見 ることが出来る。が,チ ベ ッ ト仏数 にあっ

ては常に変 らず ラマ教 はチベ ッ トの政治,チ ベ ッ

トの社 会に密着 しているのである。

3)例 えば 「阿難 よ,も し汝 が汝 の友 人や親族 ・血縁

の ものに同情 があるな ら,汝 は彼等 を三 つの処 に

訓 え向わ しめ,立 た しめね ばな らぬ。三 つの処 と

は何 か とい うに,仏 に対す る壊れ ぬ信仰 と,法 に

対す る壊 れぬ信仰 と,僧 に対す る壊れぬ信仰 とで

ある。す なわ ち,仏 に対 して仏 の悟 りを 信 ぜ し

め,法 に対 して法 の価値を信ぜ しめ,僧 伽に対 し

て僧伽が正 しい修行の団体であ り,無 上の福田で

あ ることを信ぜ しめねばな らぬ」(Majjhima-nik=

aya)と 説 かれ ている。

4)自 帰依 自灯明 ・法帰依については 「自らを灯 火 と
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せ よ。自 らを帰依処 とせ よ。他 を帰依処 とす るな

かれ。法を灯火 とせ よ。法 を帰依処 とせ よ。他 を

帰依処 とす るなかれ」(Digha-nikaya)。 「汝,お の

れの灯 となれ,速 かにいそ しみて賢 き者 となるべ

し」(Dhammapada)等 と説かれ る。

5)キ リス ト教 の神観 もキ リス ト教 々学の歴史 と共 に

変遷 を見 た。イエス ・パ ウロをは じめ とす る初期

のキ リス トh学 に あって,必 ず しも整然たる神

観 が確立 していた訳 では ない。奇蹟を起 し得 る特

殊 な能力 を有す るもの,人 間に対す る支配者等 と

規定 され た神 が,究 極的 な価値観念,啓 示を与}

る もの,理 想像 としての神へ と展開 し,神 に対す

る理解 が近 代化 され ればされ る程,神 概念 の中に

仏教 の"法(dharma)"の 思 想 に 近 い"神 性(di・

vinity)"と い う抽象的概念 さえ生れた ので ある。

そ して,兎 も角 も特 に超絶的 な神 の存在 を如何 に

して人 々が認 識 し得 るのか,神 の存在を どのよ う

に して証 明 し得 るのか とい うことはキ リス ト教神

学 の中心課題 であった。

6)キ リス トや マホメ
ッ ドの場合,彼 等 の立場がいわ

ゆる神憑 りの状態 と混 同され る事をそ の教徒達は

はっき りと否 定する。 コーランに記 され る初期の

啓示 には巫老 の神憑 り状態におけ るもの と同 じ言

語形 式を取 るもの もあ り,こ の故 に コーラ ンは難

解 なる書 とされているが,キ リス ト教や マホメ ッ

ド教の教 徒達は彼等 の教祖 を巫者 と同一視 は決 し

て しない。教祖はあ くまで も神 の啓示 を伝える予

言者なので ある。

7)ラ マ教徒 の生活圏はチベ ッ ト本土 を中心 として
,

南はネパ ール ・ブータン ・シッキ ムの各地方,北

へ は内外蒙 古 ・シベ リヤ南部,東 は中国 の甘粛 ・

四川 ・雲南 の各省,西 は カシ ミ・一ル地方か ら中央

ア ジヤまでそれぞれ広が ってい る。従 って ラマ教

徒 とい う場合,こ れ等 の広範な地域に住む各種の

人種 を網羅 しな くてはな らないが,こ こにはチベ

ッ ト本土 に生活するチベ ッ ト人 のみを対象 と して

以下,論 を進 める こととす る。

8)密 教 におけ る呪術 が原始宗教におけ る呪術 と異質

の ものであ ることは無 論であ り,そ れは 自然現象

を生起せ しむ るマナ ・ア ニマ との感応 を 意 味 せ

ず,イ ソ ドに古来か ら伝承 され るタソ トリズ ムを

仏教儀礼 の中 に,更 には瑜伽観法に受け入 れた雑

密 と,大 日如 来を中心 として教理大系を完成 した

純 密の二 系統 に組織化 された密教教義 の裏 付けを

持 つ ものに よって代表 され るのである。

9)8世 紀中葉 の蓮華生 の入蔵,Glan-dar-maに よる

排仏 後,Rin-chenに よ'り秘密教 の復 興がな され

た こと,Atigaの 入蔵 も必ず しも秘密教 の排 除を

目的 としなか った こと,Khri-sron治 下 におけ る

法論 の結果 に よって知 られ るチベ ッ ト仏 教の印度

仏 教に対す る傾倒度等 々,Tson-kha-pa以 前 にお

け るチベ ッ ト仏教史の中にその多 くの実例を見 る

ことが 出来 る。

10)世 に低俗な る宗教 とい う表現 がある。徒 らに現世

利益 を求め,呪 術性のみを強調 し,教 理 の確立を

見 ない宗教を一般 に この よ う に 呼 ぶ 。 しか し乍

ら,ラ マ教 の場合,い わ ゆる三 国仏教 に比 して少

しも劣 らない教義を持 ち,漢 訳大蔵経 に遜 色のな

い厖大 なチベ ッ ト大蔵経 をラマ教 は持 っているの

であ る。 この ようなラマ教を未開 ・後進 と呼 ぶ こ

とは不当であ る。が,宗 教現象 はそ れが発生 し展

開す る社 会の反映であ り,こ の限 りにおいて,我.

hは チベ ッ ト社会の非文化 性 ・後進 性を称 して ラ

マ教そ のもの の宗教現 象 としての後 進性 と呼ば ざ

るを得 ない のである。

11)こ れ等 のダライラマ制を巡 る宗教 と政治権力の関≡

係につ いては 「大崎学報」110号 所載 の拙稿"「 ダ

ライ ラマ制」 に対す る一試論"参 照。

12)霊 魂 と肉体 の分離,そ して霊魂が新 しい肉体を求

め て宿 る とい う,こ の思想 のよって来 る所以 とし

て,チ ベ ッ トに古来か ら存 した シャーマ ソ,ボ ン幽

教(:・-po)の 存在が指摘 されてい る。た しかに,

ラマ教 におけ る転生 の思想 とボ ン教 の霊魂浮遊説 、

との関係には無視 出来 ない ものがあ る。 また,ラ

マ教徒 達 と仏教,特 に大乗仏教 におけ る信仰 の関、

係,こ れに対 する考察 を加え ることも忘れてはな、
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ラ マ 教 に 対 す る 宗 教 曲 理解

らない。前述 の法帰依 ・自帰依 は別 として も,大

乗 仏教一般におけ る信仰対象,す なわち,覚 者 と

しての仏 陀,法 帰依におけ る経典信仰,浄 土教的

信 仰 の在 り方 な どがチベ ッ ト人 に どの よ うに受取

あれているのであろ うか。 この点に関 し,ラ マ教

徒 の信仰 の在 り方 は大乗仏教 徒a,の それ とは趣

を異 にす るのではある まいか。例Z.ぽ 観音信仰 は

ラマ教徒 において,非 常 に強 いが,普 門品を収 め

る法華経そ のものは チベ ッ ト仏教 におい て,余 り

重 視 されな いなぞ,そ の例証 といえよ う。
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